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３．仕事と生活について 

 

（１）仕事と生活の希望と現実 

問問 33--11  生生活活のの中中ででのの、、「「仕仕事事」」、、「「家家庭庭生生活活」」、、「「地地域域・・個個人人のの生生活活」」のの優優先先度度ににつついいてて、、ああななたたのの希希望望にに最最

もも近近いいももののははどどれれでですすかか。。（（○○はは１１つつ））  

問問 33--22  ああななたたのの現現実実（（現現状状））にに最最もも近近いいももののははどどれれでですすかか。。（（○○はは１１つつ））  
 

 女性の仕事と生活の希望をみると、「「家庭生活」を優先」が 30.5％で最も高く、「 「仕事」と「家庭生活」

をともに優先」（25.9％）が続いている。平成 26 年調査から「 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をとも

に優先」の割合がわずかながら上昇し、「 「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先」

が低下している。 

 女性の現実と比較すると、「「仕事」を優先」の割合が希望に比べて 10 ポイント以上高くなっている。 

 男性の仕事と生活の希望をみると、「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が 29.8％で最も高く、「 「家庭

生活」を優先」（19.9％）が続いている。平成 26 年調査から「 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をとも

に優先」がわずかながら上昇し、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」「 「仕事」と「家庭生活」と「地

域・個人の生活」の全てを優先」がわずかながら低下している。 

 男性の現実と比較すると、「 「仕事」を優先」が希望に比べて 20 ポイント以上高くなっているが、平成 26

年調査から比較すると「 「仕事」を優先」の割合は 20 ポイント以上低下している。 
 

 

 

令和6年調査
(n=1,347)

令和元年調査
(n=903)

平成26年調査
(n=848)

令和6年調査
(n=1,099)

令和元年調査
(n=517)

平成26年調査
(n=562)

女　　性

男　　性

現　実

希　望 現　実

希　望

1.3

2.8

1.5

30.5

28.6

33.3

5.0

5.5

2.5

25.9

25.0

26.5

3.2

3.1

2.2

16.8

15.8

12.5

13.3

18.3

20.8

4.0

0.9

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14.6

18.8

18.6

35.3

37.1

42.7

3.2

2.2

2.7

20.8

21.9

18.3

3.3

3.4

2.8

12.5

9.1

8.5

6.2

6.8

5.2

4.2

0.7

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.7

9.5

8.0

19.9

20.7

20.5

6.3

6.0

5.2

29.8

29.8

37.7

7.7

4.3

3.0

13.0

11.6

6.2

13.5

17.6

18.7

5.1

0.6

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.1

34.0

49.6

18.8

15.7

10.5

6.5

6.6

5.3

21.9

23.4

22.1

6.9

5.6

3.9

9.9

7.4

3.2

6.6

7.2

3.6

4.2

0.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答
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≪年代≫ 

 仕事と生活の希望と現実のギャップを比較すると、男女ともに 20 歳代から 50 歳代の現実は 「 「仕事」を優

先」の割合が希望に比べて 10 ポイント以上高い。女性は全年代で現実の「「仕事」と「家庭生活」と「地

域・個人の生活」の全てを優先」が希望に比べて低い。男性は 30 歳代から 50 歳代にかけて「 「仕事」と

「家庭生活」をともに優先」「 「家庭生活」を優先」「「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先」

が希望に比べて低い。 

 希望と現実のギャップを性別に比較すると、20 歳代では男女の傾向に大きな違いがみられないのに対し

て、30 歳代から 50 歳代にかけて女性は現実において「 「家庭生活」を優先」の割合が男性に比べて高く、

男性は現実において「 「仕事」を優先」が女性に比べて高い。 
 

 

 

  

20歳代
(n=71)

30歳代
(n=142)

40歳代
(n=210)

50歳代
(n=285)

60歳以上
(n=637)

20歳代
(n=38)

30歳代
(n=92)

40歳代
(n=142)

50歳代
(n=214)

60歳以上
(n=613)

女　　性

希　望 現　実

男　　性

希　望 現　実

0.0

1.4

1.4

1.1

1.6

21.1

38.0

36.2

25.6

30.3

18.3

4.2

2.9

3.2

5.2

23.9

27.5

26.7

31.6

23.1

4.2

4.2

4.8

4.2

1.9

23.9

14.1

15.7

14.7

17.7

8.5

10.6

11.4

18.6

12.7

0.0

0.0

1.0

1.1

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28.2

23.2

23.3

19.3

6.0

21.1

40.1

34.8

28.8

38.8

18.3

0.7

1.4

1.4

3.5

11.3

19.7

23.8

28.1

17.9

5.6

4.2

3.3

3.5

2.7

12.7

9.2

6.2

7.4

17.7

2.8

2.1

6.2

9.8

5.8

0.0

0.7

1.0

1.8

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.6

5.4

5.6

5.1

4.4

18.4

21.7

20.4

17.8

20.4

18.4

3.3

7.0

7.0

5.5

23.7

42.4

35.2

35.0

25.1

13.2

4.3

8.5

8.4

7.5

7.9

13.0

9.9

7.5

16.0

13.2

7.6

13.4

16.8

13.2

2.6

2.2

0.0

2.3

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

31.6

31.5

38.7

41.1

15.0

18.4

16.3

14.8

9.8

23.3

18.4

1.1

4.9

5.1

7.3

7.9

37.0

30.3

22.9

18.3

15.8

2.2

3.5

10.3

6.7

2.6

5.4

3.5

1.4

15.5

0.0

5.4

4.2

7.5

7.5

5.3

1.1

0.0

1.9

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答
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３．仕事と生活について 

 

（１）仕事と生活の希望と現実 

問問 33--11  生生活活のの中中ででのの、、「「仕仕事事」」、、「「家家庭庭生生活活」」、、「「地地域域・・個個人人のの生生活活」」のの優優先先度度ににつついいてて、、ああななたたのの希希望望にに最最

もも近近いいももののははどどれれでですすかか。。（（○○はは１１つつ））  

問問 33--22  ああななたたのの現現実実（（現現状状））にに最最もも近近いいももののははどどれれでですすかか。。（（○○はは１１つつ））  
 

 女性の仕事と生活の希望をみると、「「家庭生活」を優先」が 30.5％で最も高く、「 「仕事」と「家庭生活」

をともに優先」（25.9％）が続いている。平成 26 年調査から「 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をとも

に優先」の割合がわずかながら上昇し、「 「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先」

が低下している。 

 女性の現実と比較すると、「「仕事」を優先」の割合が希望に比べて 10 ポイント以上高くなっている。 

 男性の仕事と生活の希望をみると、「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が 29.8％で最も高く、「 「家庭

生活」を優先」（19.9％）が続いている。平成 26 年調査から「 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をとも

に優先」がわずかながら上昇し、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」「 「仕事」と「家庭生活」と「地

域・個人の生活」の全てを優先」がわずかながら低下している。 

 男性の現実と比較すると、「 「仕事」を優先」が希望に比べて 20 ポイント以上高くなっているが、平成 26

年調査から比較すると「 「仕事」を優先」の割合は 20 ポイント以上低下している。 
 

 

 

令和6年調査
(n=1,347)

令和元年調査
(n=903)

平成26年調査
(n=848)

令和6年調査
(n=1,099)

令和元年調査
(n=517)

平成26年調査
(n=562)

女　　性

男　　性

現　実

希　望 現　実

希　望

1.3

2.8

1.5

30.5

28.6

33.3

5.0

5.5

2.5

25.9

25.0

26.5

3.2

3.1

2.2

16.8

15.8

12.5

13.3

18.3

20.8

4.0

0.9

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14.6

18.8

18.6

35.3

37.1

42.7

3.2

2.2

2.7

20.8

21.9

18.3

3.3

3.4

2.8

12.5

9.1

8.5

6.2

6.8

5.2

4.2

0.7

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.7

9.5

8.0

19.9

20.7

20.5

6.3

6.0

5.2

29.8

29.8

37.7

7.7

4.3

3.0

13.0

11.6

6.2

13.5

17.6

18.7

5.1

0.6

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.1

34.0

49.6

18.8

15.7

10.5

6.5

6.6

5.3

21.9

23.4

22.1

6.9

5.6

3.9

9.9

7.4

3.2

6.6

7.2

3.6

4.2

0.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答
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≪年代≫ 

 仕事と生活の希望と現実のギャップを比較すると、男女ともに 20 歳代から 50 歳代の現実は 「 「仕事」を優

先」の割合が希望に比べて 10 ポイント以上高い。女性は全年代で現実の「「仕事」と「家庭生活」と「地

域・個人の生活」の全てを優先」が希望に比べて低い。男性は 30 歳代から 50 歳代にかけて「 「仕事」と

「家庭生活」をともに優先」「 「家庭生活」を優先」「「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先」

が希望に比べて低い。 

 希望と現実のギャップを性別に比較すると、20 歳代では男女の傾向に大きな違いがみられないのに対し

て、30 歳代から 50 歳代にかけて女性は現実において「 「家庭生活」を優先」の割合が男性に比べて高く、

男性は現実において「 「仕事」を優先」が女性に比べて高い。 
 

 

 

  

20歳代
(n=71)

30歳代
(n=142)

40歳代
(n=210)

50歳代
(n=285)

60歳以上
(n=637)

20歳代
(n=38)

30歳代
(n=92)

40歳代
(n=142)

50歳代
(n=214)

60歳以上
(n=613)

女　　性

希　望 現　実

男　　性

希　望 現　実

0.0

1.4

1.4

1.1

1.6

21.1

38.0

36.2

25.6

30.3

18.3

4.2

2.9

3.2

5.2

23.9

27.5

26.7

31.6

23.1

4.2

4.2

4.8

4.2

1.9

23.9

14.1

15.7

14.7

17.7

8.5

10.6

11.4

18.6

12.7

0.0

0.0

1.0

1.1

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28.2

23.2

23.3

19.3

6.0

21.1

40.1

34.8

28.8

38.8

18.3

0.7

1.4

1.4

3.5

11.3

19.7

23.8

28.1

17.9

5.6

4.2

3.3

3.5

2.7

12.7

9.2

6.2

7.4

17.7

2.8

2.1

6.2

9.8

5.8

0.0

0.7

1.0

1.8

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.6

5.4

5.6

5.1

4.4

18.4

21.7

20.4

17.8

20.4

18.4

3.3

7.0

7.0

5.5

23.7

42.4

35.2

35.0

25.1

13.2

4.3

8.5

8.4

7.5

7.9

13.0

9.9

7.5

16.0

13.2

7.6

13.4

16.8

13.2

2.6

2.2

0.0

2.3

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

31.6

31.5

38.7

41.1

15.0

18.4

16.3

14.8

9.8

23.3

18.4

1.1

4.9

5.1

7.3

7.9

37.0

30.3

22.9

18.3

15.8

2.2

3.5

10.3

6.7

2.6

5.4

3.5

1.4

15.5

0.0

5.4

4.2

7.5

7.5

5.3

1.1

0.0

1.9

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答
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≪子どもの有無≫ 

 仕事と生活の希望と現実をみると、子どもがいる女性は希望・現実ともに「 「家庭生活」を優先」の割合が

３割台で最も高く、「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が２割台である。 

 子どもがいる男性は、希望は「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」の割合が最も高いが、現実では「「仕

事」を優先」が最も高い。 

 子どもがいない層は男女ともに、希望は「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」の割合が最も高いが、現

実では「 「仕事」を優先」が最も高い。 

 性別に比較すると、子どもがいる男性の現実は「 「仕事」を優先」の割合が希望に比べて 10 ポイント以上

高いのに対して、子どもがいる女性の現実は 「「仕事」を優先」「「家庭生活」を優先」の割合が希望に比べ

てそれぞれ 5ポイント以上高い。子どもがいない層の現実は男女ともに「「仕事」を優先」の割合が高い。 
 

 

 

 

   

子どもがいる
(n=1,052)

子どもが
いない
(n=234)

子どもがいる
(n=835)

子どもが
いない
(n=213)

女　　性

現　実

男　　性

現　実

希　望

希　望

1.0

3.0

34.1

18.8

3.7

10.3

26.2

25.2

1.6

6.4

16.3

19.2

12.9

15.8

4.1

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.1

30.3

39.5

20.9

2.3

7.7

22.1

17.9

1.9

6.8

13.2

10.3

6.7

4.3

4.2

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.1

5.6

20.2

19.7

4.9

11.3

32.2

23.5

6.6

11.7

13.5

11.7

13.5

14.1

4.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23.6

28.2

19.8

15.0

4.9

14.1

23.4

20.2

5.9

11.3

10.8

4.7

7.3

5.2

4.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答
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≪末子年齢≫ 

 末子年齢別に仕事と生活の希望と現実をみると、女性では３歳未満、小学生、高校生、それ以外では希望

現実ともに「 「家庭生活」を優先」の割合が最も高い。３歳以上（就学前）、中学生、大学生、専門・専修

学校生では希望は「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が最も高いものの、現実は「「家庭生活」を優

先」が最も高い。 

 男性では就学前、中学生では希望現実ともに「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」の割合が最も高い。

小学生、高校生、大学生、専門・専修学校生では希望は「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が最も高

いものの、現実では「 「仕事」を優先」の割合が最も高い。 

 性別に比較すると、末子年齢に関わらず男女ともに希望は「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」や「 「家

庭生活」を優先」の割合が高いものの、現実では女性は「 「家庭生活」を優先」が希望より高く、男性は「 「仕

事」を優先」が希望より高くなっている。 
 

 

   

就学前※
(n=101)

3歳未満
(n=49)

3歳以上
(n=52)

小学生
(n=85)

中学生
(n=51)

高校生
(n=52)

大学生、専門
・専修学校生

(n=68)

それ以外
(n=653)

就学前※
(n=76)

3歳未満
(n=34)

3歳以上就学前
(n=42)

小学生
(n=58)

中学生
(n=33)

高校生
(n=31)

大学生、専門
・専修学校生

(n=48)

それ以外
(n=555)

女　　性

男　　性

現　実希　望

現　実希　望

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0

1.4

46.5

55.1

38.5

48.2

33.3

32.7

27.9

31.7

0.0

0.0

0.0

0.0

2.0

1.9

2.9

4.6

32.7

22.4

42.3

17.6

37.3

26.9

33.8

24.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

1.5

2.3

12.9

12.2

13.5

18.8

15.7

21.2

14.7

16.2

7.9

10.2

5.8

14.1

7.8

15.4

19.1

13.3

0.0

0.0

0.0

0.0

3.9

0.0

0.0

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.9

4.1

19.2

15.3

17.6

15.4

14.7

8.0

51.5

65.3

38.5

45.9

39.2

38.5

35.3

37.7

0.0

0.0

0.0

1.2

2.0

0.0

1.5

2.8

26.7

20.4

32.7

21.2

27.5

17.3

27.9

20.5

1.0

0.0

1.9

0.0

0.0

1.9

0.0

2.8

6.9

8.2

5.8

8.2

11.8

9.6

11.8

15.0

1.0

2.0

0.0

8.2

2.0

17.3

7.4

7.0

1.0

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

1.5

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.3

0.0

2.4

3.4

9.1

6.5

2.1

4.1

27.6

32.4

23.8

15.5

18.2

19.4

20.8

20.4

0.0

0.0

0.0

5.2

6.1

6.5

6.3

5.4

46.1

47.1

45.2

53.4

33.3

25.8

39.6

27.6

0.0

0.0

0.0

6.9

9.1

16.1

6.3

6.7

10.5

8.8

11.9

6.9

12.1

9.7

6.3

15.5

14.5

11.8

16.7

8.6

12.1

16.1

14.6

14.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.2

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30.3

26.5

33.3

43.1

33.3

48.4

33.3

18.2

21.1

26.5

16.7

12.1

9.1

16.1

16.7

22.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.2

4.2

6.8

39.5

41.2

38.1

34.5

39.4

6.5

14.6

20.7

1.3

0.0

2.4

1.7

9.1

19.4

8.3

5.8

1.3

0.0

2.4

3.4

3.0

0.0

8.3

13.5

6.6

5.9

7.1

3.4

6.1

6.5

8.3

7.9

0.0

0.0

0.0

1.7

0.0

0.0

6.3

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※就学前：「3歳未満」「3歳以上」をあわせた回答者

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答
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≪子どもの有無≫ 

 仕事と生活の希望と現実をみると、子どもがいる女性は希望・現実ともに「 「家庭生活」を優先」の割合が

３割台で最も高く、「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が２割台である。 

 子どもがいる男性は、希望は「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」の割合が最も高いが、現実では「「仕

事」を優先」が最も高い。 

 子どもがいない層は男女ともに、希望は「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」の割合が最も高いが、現

実では「 「仕事」を優先」が最も高い。 

 性別に比較すると、子どもがいる男性の現実は「 「仕事」を優先」の割合が希望に比べて 10 ポイント以上

高いのに対して、子どもがいる女性の現実は 「「仕事」を優先」「「家庭生活」を優先」の割合が希望に比べ

てそれぞれ 5ポイント以上高い。子どもがいない層の現実は男女ともに「「仕事」を優先」の割合が高い。 
 

 

 

 

   

子どもがいる
(n=1,052)

子どもが
いない
(n=234)

子どもがいる
(n=835)

子どもが
いない
(n=213)

女　　性

現　実

男　　性

現　実

希　望

希　望

1.0

3.0

34.1

18.8

3.7

10.3

26.2

25.2

1.6

6.4

16.3

19.2

12.9

15.8

4.1

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.1

30.3

39.5

20.9

2.3

7.7

22.1

17.9

1.9

6.8

13.2

10.3

6.7

4.3

4.2

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.1

5.6

20.2

19.7

4.9

11.3

32.2

23.5

6.6

11.7

13.5

11.7

13.5

14.1

4.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23.6

28.2

19.8

15.0

4.9

14.1

23.4

20.2

5.9

11.3

10.8

4.7

7.3

5.2

4.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答
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≪末子年齢≫ 

 末子年齢別に仕事と生活の希望と現実をみると、女性では３歳未満、小学生、高校生、それ以外では希望

現実ともに「 「家庭生活」を優先」の割合が最も高い。３歳以上（就学前）、中学生、大学生、専門・専修

学校生では希望は「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が最も高いものの、現実は「「家庭生活」を優

先」が最も高い。 

 男性では就学前、中学生では希望現実ともに「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」の割合が最も高い。

小学生、高校生、大学生、専門・専修学校生では希望は「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が最も高

いものの、現実では「 「仕事」を優先」の割合が最も高い。 

 性別に比較すると、末子年齢に関わらず男女ともに希望は「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」や「 「家

庭生活」を優先」の割合が高いものの、現実では女性は「 「家庭生活」を優先」が希望より高く、男性は「 「仕

事」を優先」が希望より高くなっている。 
 

 

   

就学前※
(n=101)

3歳未満
(n=49)

3歳以上
(n=52)

小学生
(n=85)

中学生
(n=51)

高校生
(n=52)

大学生、専門
・専修学校生

(n=68)

それ以外
(n=653)

就学前※
(n=76)

3歳未満
(n=34)

3歳以上就学前
(n=42)

小学生
(n=58)

中学生
(n=33)

高校生
(n=31)

大学生、専門
・専修学校生

(n=48)

それ以外
(n=555)

女　　性

男　　性

現　実希　望

現　実希　望

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0

1.4

46.5

55.1

38.5

48.2

33.3

32.7

27.9

31.7

0.0

0.0

0.0

0.0

2.0

1.9

2.9

4.6

32.7

22.4

42.3

17.6

37.3

26.9

33.8

24.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

1.5

2.3

12.9

12.2

13.5

18.8

15.7

21.2

14.7

16.2

7.9

10.2

5.8

14.1

7.8

15.4

19.1

13.3

0.0

0.0

0.0

0.0

3.9

0.0

0.0

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.9

4.1

19.2

15.3

17.6

15.4

14.7

8.0

51.5

65.3

38.5

45.9

39.2

38.5

35.3

37.7

0.0

0.0

0.0

1.2

2.0

0.0

1.5

2.8

26.7

20.4

32.7

21.2

27.5

17.3

27.9

20.5

1.0

0.0

1.9

0.0

0.0

1.9

0.0

2.8

6.9

8.2

5.8

8.2

11.8

9.6

11.8

15.0

1.0

2.0

0.0

8.2

2.0

17.3

7.4

7.0

1.0

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

1.5

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.3

0.0

2.4

3.4

9.1

6.5

2.1

4.1

27.6

32.4

23.8

15.5

18.2

19.4

20.8

20.4

0.0

0.0

0.0

5.2

6.1

6.5

6.3

5.4

46.1

47.1

45.2

53.4

33.3

25.8

39.6

27.6

0.0

0.0

0.0

6.9

9.1

16.1

6.3

6.7

10.5

8.8

11.9

6.9

12.1

9.7

6.3

15.5

14.5

11.8

16.7

8.6

12.1

16.1

14.6

14.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.2

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30.3

26.5

33.3

43.1

33.3

48.4

33.3

18.2

21.1

26.5

16.7

12.1

9.1

16.1

16.7

22.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.2

4.2

6.8

39.5

41.2

38.1

34.5

39.4

6.5

14.6

20.7

1.3

0.0

2.4

1.7

9.1

19.4

8.3

5.8

1.3

0.0

2.4

3.4

3.0

0.0

8.3

13.5

6.6

5.9

7.1

3.4

6.1

6.5

8.3

7.9

0.0

0.0

0.0

1.7

0.0

0.0

6.3

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※就学前：「3歳未満」「3歳以上」をあわせた回答者

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答
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≪就労状況≫ 

 就労状況別に仕事と生活の希望と現実をみると、男女ともに正規職員は希望では「 「仕事」と「家庭生活」

をともに優先」の割合が最も高いものの、現実では「 「仕事」を優先」の割合が最も高い。非正規職員は希

望・現実ともに「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」「 「家庭生活」を優先」の割合が高いものの、現実

では希望に比べて「 「仕事」を優先」の割合が 10 ポイント以上高くなっている。 

 性別に比較すると、正規職員は希望・現実ともに大きな差はみられないが、女性非正規職員は希望・現実

ともに「 「家庭生活」を優先」の割合が男性に比べて高くなっている。その他女性は「 「家庭生活」を優先」

の割合が男性に比べて高く、その他男性は「 「仕事」を優先」が女性に比べて高い。 
 

 

 

 

   

正規職員
(n=264)

非正規職員
(n=508)

その他
(n=105)

非就労者
(n=421)

正規職員
(n=444)

非正規職員
(n=200)

その他
(n=143)

非就労者
(n=271)

女　　性

現　実

男　　性

現　実

希　望

希　望

1.1

2.0

1.9

0.5

20.5

30.1

23.8

40.1

6.1

4.5

3.8

5.0

34.8

31.3

32.4

13.1

6.1

3.3

5.7

0.7

14.0

12.6

13.3

24.2

17.4

14.8

19.0

8.3

0.0

1.4

0.0

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

39.4

14.8

11.4

1.2

10.6

30.1

30.5

58.0

3.4

2.0

2.9

4.0

27.3

31.7

31.4

2.9

5.3

4.5

2.9

0.7

5.7

6.7

6.7

24.9

7.6

9.4

11.4

0.5

0.8

0.8

2.9

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.7

3.0

8.4

3.7

18.5

21.5

9.8

25.5

6.3

4.0

5.6

8.5

39.4

31.5

27.3

16.2

8.1

11.0

11.2

4.1

9.5

15.0

6.3

21.0

12.2

13.5

25.9

9.2

1.4

0.5

5.6

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40.5

18.0

32.9

2.6

9.9

21.0

5.6

37.3

2.0

4.5

6.3

15.5

30.4

27.0

23.8

5.9

8.1

8.5

12.6

1.1

2.5

10.5

4.2

24.7

6.1

9.0

11.9

3.0

0.5

1.5

2.8

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答
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≪共働き状況≫ 

 共働き状況別に仕事と生活の希望と現実をみると、男女ともに【共働き】正規×正規層の希望は「「仕事」

と「家庭生活」をともに優先」の割合が最も高いが、現実は「「仕事」を優先」の割合が希望に比べて 30 ポ

イント以上高い。 

 【共働き】正規×非正規層は、女性では希望 ・現実ともに 「 「家庭生活」を優先」の割合が最も高い。男性

では希望・現実ともに「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」の割合が最も高いものの、現実では「 「仕

事」を優先」の割合が希望に比べて 30 ポイント以上高くなっている。 
 

 

 

 

  

共働き
している
(n=538)

【共働き】
正規×正規
(n=120)

【共働き】
正規×非正規

(n=204)

共働き
していない
(n=237)

共働き
している
(n=430)

【共働き】
正規×正規
(n=101)

【共働き】
正規×非正規

(n=162)

共働き
していない
(n=213)

男　　性

現　実

女　　性

現　実

希　望

希　望

1.1

0.0

0.5

0.0

32.5

27.5

36.3

42.6

2.6

0.8

3.4

2.5

32.0

42.5

30.9

20.3

2.0

1.7

1.0

1.7

13.0

12.5

12.7

17.3

15.8

15.0

13.7

14.3

0.9

0.0

1.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.4

31.7

13.2

3.8

29.7

15.8

37.7

56.1

1.1

0.8

0.5

1.3

34.0

39.2

29.4

14.8

1.9

1.7

2.5

2.5

6.1

2.5

6.9

15.6

9.7

8.3

8.8

4.6

1.1

0.0

1.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.3

5.0

3.1

4.7

19.3

22.8

21.0

24.9

3.0

2.0

3.7

4.7

41.9

39.6

46.9

31.0

5.8

4.0

4.3

6.1

9.3

9.9

8.6

13.6

15.8

15.8

11.7

13.1

1.6

1.0

0.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

33.5

37.6

35.2

22.1

12.8

15.8

9.9

23.9

2.3

1.0

1.2

4.2

31.2

30.7

36.4

24.9

6.5

4.0

6.2

4.7

4.4

2.0

4.3

10.3

8.6

8.9

6.2

7.0

0.7

0.0

0.6

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答



68 

 

≪就労状況≫ 

 就労状況別に仕事と生活の希望と現実をみると、男女ともに正規職員は希望では「 「仕事」と「家庭生活」

をともに優先」の割合が最も高いものの、現実では「 「仕事」を優先」の割合が最も高い。非正規職員は希

望・現実ともに「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」「 「家庭生活」を優先」の割合が高いものの、現実

では希望に比べて「 「仕事」を優先」の割合が 10 ポイント以上高くなっている。 

 性別に比較すると、正規職員は希望・現実ともに大きな差はみられないが、女性非正規職員は希望・現実

ともに「 「家庭生活」を優先」の割合が男性に比べて高くなっている。その他女性は「 「家庭生活」を優先」

の割合が男性に比べて高く、その他男性は「 「仕事」を優先」が女性に比べて高い。 
 

 

 

 

   

正規職員
(n=264)

非正規職員
(n=508)

その他
(n=105)

非就労者
(n=421)

正規職員
(n=444)

非正規職員
(n=200)

その他
(n=143)

非就労者
(n=271)

女　　性

現　実

男　　性

現　実

希　望

希　望

1.1

2.0

1.9

0.5

20.5

30.1

23.8

40.1

6.1

4.5

3.8

5.0

34.8

31.3

32.4

13.1

6.1

3.3

5.7

0.7

14.0

12.6

13.3

24.2

17.4

14.8

19.0

8.3

0.0

1.4

0.0

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

39.4

14.8

11.4

1.2

10.6

30.1

30.5

58.0

3.4

2.0

2.9

4.0

27.3

31.7

31.4

2.9

5.3

4.5

2.9

0.7

5.7

6.7

6.7

24.9

7.6

9.4

11.4

0.5

0.8

0.8

2.9

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.7

3.0

8.4

3.7

18.5

21.5

9.8

25.5

6.3

4.0

5.6

8.5

39.4

31.5

27.3

16.2

8.1

11.0

11.2

4.1

9.5

15.0

6.3

21.0

12.2

13.5

25.9

9.2

1.4

0.5

5.6

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40.5

18.0

32.9

2.6

9.9

21.0

5.6

37.3

2.0

4.5

6.3

15.5

30.4

27.0

23.8

5.9

8.1

8.5

12.6

1.1

2.5

10.5

4.2

24.7

6.1

9.0

11.9

3.0

0.5

1.5

2.8

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答
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≪共働き状況≫ 

 共働き状況別に仕事と生活の希望と現実をみると、男女ともに【共働き】正規×正規層の希望は「「仕事」

と「家庭生活」をともに優先」の割合が最も高いが、現実は「「仕事」を優先」の割合が希望に比べて 30 ポ

イント以上高い。 

 【共働き】正規×非正規層は、女性では希望 ・現実ともに 「 「家庭生活」を優先」の割合が最も高い。男性

では希望・現実ともに「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」の割合が最も高いものの、現実では「 「仕

事」を優先」の割合が希望に比べて 30 ポイント以上高くなっている。 
 

 

 

 

  

共働き
している
(n=538)

【共働き】
正規×正規
(n=120)

【共働き】
正規×非正規

(n=204)

共働き
していない
(n=237)

共働き
している
(n=430)

【共働き】
正規×正規
(n=101)

【共働き】
正規×非正規

(n=162)

共働き
していない
(n=213)

男　　性

現　実

女　　性

現　実

希　望

希　望

1.1

0.0

0.5

0.0

32.5

27.5

36.3

42.6

2.6

0.8

3.4

2.5

32.0

42.5

30.9

20.3

2.0

1.7

1.0

1.7

13.0

12.5

12.7

17.3

15.8

15.0

13.7

14.3

0.9

0.0

1.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.4

31.7

13.2

3.8

29.7

15.8

37.7

56.1

1.1

0.8

0.5

1.3

34.0

39.2

29.4

14.8

1.9

1.7

2.5

2.5

6.1

2.5

6.9

15.6

9.7

8.3

8.8

4.6

1.1

0.0

1.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.3

5.0

3.1

4.7

19.3

22.8

21.0

24.9

3.0

2.0

3.7

4.7

41.9

39.6

46.9

31.0

5.8

4.0

4.3

6.1

9.3

9.9

8.6

13.6

15.8

15.8

11.7

13.1

1.6

1.0

0.6

1.9
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33.5

37.6

35.2

22.1

12.8

15.8

9.9

23.9

2.3

1.0

1.2

4.2

31.2

30.7

36.4

24.9

6.5

4.0

6.2

4.7

4.4

2.0

4.3

10.3

8.6

8.9

6.2

7.0

0.7

0.0

0.6

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答



70 

 

（２）配偶者の仕事と生活の希望と現実 

問問 33--44  配配偶偶者者・・パパーートトナナーーのの生生活活のの中中ででのの、、「「仕仕事事」」、、「「家家庭庭生生活活」」、、「「地地域域・・個個人人のの生生活活」」のの優優先先度度ににつついい

てて、、ああななたたごご自自身身のの希希望望にに最最もも近近いいももののははどどれれでですすかか。。（（○○はは１１つつ））  

    ※※現現在在配配偶偶者者・・パパーートトナナーーががいいなないい方方もも、、配配偶偶者者・・パパーートトナナーーががいいたた場場合合をを想想定定ししてておお答答ええくくだだささいい  

問問 33--55  配配偶偶者者・・パパーートトナナーーががいいるる方方ののみみににおお聞聞ききししまますす。。  

配配偶偶者者・・パパーートトナナーーのの現現実実にに最最もも近近いいももののははどどれれでですすかか。。（（○○はは１１つつ））  
 

 配偶者に対する仕事と生活の希望と現実について、女性の希望は「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」

の割合が最も高いものの、現実では「 「仕事」を優先」の割合が最も高い。 

 男性では希望・現実ともに「 「家庭生活」を優先」が最も高く、「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が

続いている。 

 未婚者における配偶者の仕事と生活の希望は、女性では既婚者の希望と大きな差はみられない。男性では

「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先」 「「地域・個人の生活」を優先」の割合が

既婚男性の希望に比べて 5ポイント以上高い。 
 

■既婚 

 

 

 

■未婚：希望 

 

 

  

女性
(n=995)

男性
(n=849)

希　望 現　実

7.3

2.6

11.2

31.4

3.4

4.7

39.5

25.1

4.1

2.5

11.6

18.4

19.4

10.8

3.5

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.1

8.0

13.0

34.7

5.8

3.3

22.0

25.0

7.2

1.5

9.4

14.3

11.8

7.9

5.6

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答

女性
(n=186)

男性
(n=165)

9.1

6.1

6.5

21.2

3.8

9.7

36.0

18.2

1.6

5.5

10.8

10.9

23.7

20.0

8.6

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答
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≪年代：既婚≫ 

 配偶者に対する仕事と生活の希望と現実のギャップを比較すると、女性は 30 歳代から 40 歳代の現実は

「 「仕事」を優先」の割合が希望に比べて 20 ポイント以上高く、「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」

が 20 ポイント以上低い。男性では、30 歳代の現実は「 「家庭生活」を優先」の割合が希望に比べて 20.0 ポ

イント高く、「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」「 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先」

が 10 ポイント以上低い。男女ともに 30 歳代から 40 歳代では希望と現実のギャップが 50 歳代以降に比べ

て大きい。 

 希望と現実のギャップを性別に比較すると、30 歳代以上の女性は希望と現実のギャップが同年代の男性に

比べて大きく、その差は 30 歳代から 40 歳代にかけて増大している。 

 

 

 

 

  

20歳代
(n=13)

30歳代
(n=99)

40歳代
(n=161)

50歳代
(n=224)

60歳以上
(n=498)

20歳代
(n=5)

30歳代
(n=60)

40歳代
(n=103)

50歳代
(n=160)

60歳以上
(n=521)

女　　性

希　望 現　実

男　　性

希　望 現　実

7.7

4.0

13.7

9.8

4.8

15.4

8.1

8.7

7.1

14.3

0.0

2.0

1.2

2.7

4.8

69.2

61.6

51.6

44.2

28.3

0.0

1.0

5.6

3.1

4.8

0.0

5.1

3.7

4.9

18.7

7.7

18.2

15.5

25.9

18.3

0.0

0.0

0.0

2.2

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.0

34.3

47.2

33.5

13.1

7.7

12.1

4.3

7.1

18.7

0.0

2.0

2.5

4.9

8.2

61.5

33.3

23.6

26.3

16.3

7.7

6.1

8.1

8.5

6.6

0.0

2.0

1.9

3.1

16.5

23.1

9.1

12.4

13.8

10.8

0.0

1.0

0.0

2.7

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.0

0.0

1.9

3.1

2.9

20.0

26.7

38.8

28.1

31.7

0.0

0.0

2.9

6.3

5.2

20.0

46.7

28.2

31.3

20.2

0.0

0.0

2.9

3.8

2.3

60.0

15.0

17.5

13.1

20.2

0.0

11.7

7.8

12.5

10.9

0.0

0.0

0.0

1.9

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.0

5.0

12.6

9.4

7.1

60.0

46.7

41.7

30.0

33.2

0.0

1.7

1.9

2.5

4.0

40.0

33.3

32.0

35.0

19.4

0.0

1.7

1.0

1.9

1.5

0.0

5.0

7.8

9.4

18.2

0.0

5.0

2.9

8.8

9.0

0.0

1.7

0.0

3.1

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答



70 

 

（２）配偶者の仕事と生活の希望と現実 

問問 33--44  配配偶偶者者・・パパーートトナナーーのの生生活活のの中中ででのの、、「「仕仕事事」」、、「「家家庭庭生生活活」」、、「「地地域域・・個個人人のの生生活活」」のの優優先先度度ににつついい

てて、、ああななたたごご自自身身のの希希望望にに最最もも近近いいももののははどどれれでですすかか。。（（○○はは１１つつ））  

    ※※現現在在配配偶偶者者・・パパーートトナナーーががいいなないい方方もも、、配配偶偶者者・・パパーートトナナーーががいいたた場場合合をを想想定定ししてておお答答ええくくだだささいい  

問問 33--55  配配偶偶者者・・パパーートトナナーーががいいるる方方ののみみににおお聞聞ききししまますす。。  

配配偶偶者者・・パパーートトナナーーのの現現実実にに最最もも近近いいももののははどどれれでですすかか。。（（○○はは１１つつ））  
 

 配偶者に対する仕事と生活の希望と現実について、女性の希望は「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」

の割合が最も高いものの、現実では「 「仕事」を優先」の割合が最も高い。 

 男性では希望・現実ともに「 「家庭生活」を優先」が最も高く、「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が

続いている。 

 未婚者における配偶者の仕事と生活の希望は、女性では既婚者の希望と大きな差はみられない。男性では

「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先」 「「地域・個人の生活」を優先」の割合が

既婚男性の希望に比べて 5ポイント以上高い。 
 

■既婚 

 

 

 

■未婚：希望 

 

 

  

女性
(n=995)

男性
(n=849)

希　望 現　実

7.3

2.6

11.2

31.4

3.4

4.7

39.5

25.1

4.1

2.5

11.6

18.4

19.4

10.8

3.5

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.1

8.0

13.0

34.7

5.8

3.3

22.0

25.0

7.2

1.5

9.4

14.3

11.8

7.9

5.6

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答

女性
(n=186)

男性
(n=165)

9.1

6.1

6.5

21.2

3.8

9.7

36.0

18.2

1.6

5.5

10.8

10.9

23.7

20.0

8.6

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答

71 

 

≪年代：既婚≫ 

 配偶者に対する仕事と生活の希望と現実のギャップを比較すると、女性は 30 歳代から 40 歳代の現実は

「 「仕事」を優先」の割合が希望に比べて 20 ポイント以上高く、「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」

が 20 ポイント以上低い。男性では、30 歳代の現実は「 「家庭生活」を優先」の割合が希望に比べて 20.0 ポ

イント高く、「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」「 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先」

が 10 ポイント以上低い。男女ともに 30 歳代から 40 歳代では希望と現実のギャップが 50 歳代以降に比べ

て大きい。 

 希望と現実のギャップを性別に比較すると、30 歳代以上の女性は希望と現実のギャップが同年代の男性に

比べて大きく、その差は 30 歳代から 40 歳代にかけて増大している。 

 

 

 

 

  

20歳代
(n=13)

30歳代
(n=99)

40歳代
(n=161)

50歳代
(n=224)

60歳以上
(n=498)

20歳代
(n=5)

30歳代
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40歳代
(n=103)

50歳代
(n=160)

60歳以上
(n=521)
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4.0
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9.8

4.8

15.4

8.1
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7.1
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69.2

61.6

51.6

44.2
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1.0

5.6

3.1

4.8

0.0

5.1

3.7

4.9

18.7

7.7

18.2

15.5

25.9

18.3

0.0

0.0

0.0

2.2

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.0

34.3

47.2

33.5

13.1

7.7

12.1

4.3

7.1

18.7

0.0

2.0

2.5

4.9

8.2

61.5

33.3

23.6

26.3

16.3

7.7

6.1

8.1

8.5

6.6

0.0

2.0

1.9

3.1

16.5

23.1

9.1

12.4

13.8

10.8

0.0

1.0

0.0

2.7

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.0

0.0

1.9

3.1

2.9

20.0

26.7

38.8

28.1

31.7

0.0

0.0

2.9

6.3

5.2

20.0

46.7

28.2

31.3

20.2

0.0

0.0

2.9

3.8

2.3

60.0

15.0

17.5

13.1

20.2

0.0

11.7

7.8

12.5

10.9

0.0

0.0

0.0

1.9

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.0

5.0

12.6

9.4

7.1

60.0

46.7

41.7

30.0

33.2

0.0

1.7

1.9

2.5

4.0

40.0

33.3

32.0

35.0

19.4

0.0

1.7

1.0

1.9

1.5

0.0

5.0

7.8

9.4

18.2

0.0

5.0

2.9

8.8

9.0

0.0

1.7

0.0

3.1

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答
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≪子どもの有無：既婚≫ 

 子どもの有無別に配偶者の仕事と生活の希望と現実をみると、女性では子どもの有無に関わらず、希望は

「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」の割合が最も高いものの、現実では「 「仕事」を優先」が最も高

い。 

 子どもがいる男性は、配偶者への希望・現実ともに「 「家庭生活」を優先」の割合が最も高い。子どもがい

ない男性の希望は「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」が最も高いものの、現実では「 「家庭生活」を

優先」の割合が最も高い。 
 

 

 

   

子どもがいる
(n=907)

子どもが
いない
(n=76)

子どもがいる
(n=769)

子どもが
いない
(n=63)

男　　性

希　望 現　実

女　　性

希　望 現　実

7.6

5.3

11.2

7.9

3.4

3.9

39.5

42.1

4.1

3.9

11.6

9.2

19.1

26.3

3.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.5

25.0

12.9

9.2

5.8

5.3

22.3

22.4

7.3

7.9

9.6

7.9

11.2

18.4

5.4

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.6

3.2

32.2

25.4

4.4

7.9

24.6

31.7

2.5

3.2

18.5

19.0

11.2

6.3

4.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.4

14.3

35.6

30.2

3.0

7.9

25.1

25.4

1.6

1.6

14.0

11.1

8.3

4.8

4.9

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答
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≪共働き状況：既婚≫ 

 共働き状況別に配偶者の仕事と生活の希望と現実をみると、女性では共働きしている層は正規×正規、正

規×非正規に関わらず、希望は「 「仕事」と「家庭生活」をともに優先」の割合が最も高いものの、現実で

は「 「仕事」を優先」が最も高い。 

 男性では、共働きしている層は正規×正規、正規×非正規に関わらず、希望・現実ともに「「仕事」と「家

庭生活」をともに優先」の割合が最も高い。 
 

 

 

  

共働き
している
(n=538)

【共働き】
正規×正規
(n=120)

【共働き】
正規×非正規

(n=204)

共働き
していない
(n=237)

共働き
している
(n=430)

【共働き】
正規×正規
(n=101)

【共働き】
正規×非正規

(n=162)

共働き
していない
(n=213)

男　　性

希　望 現　実

女　　性

希　望 現　実

9.5

8.3

9.3

5.9

9.5

13.3

8.8

7.6

2.8

1.7

2.5

3.0

46.3

54.2

48.0

42.6

3.9

4.2

2.5

4.6

4.6

2.5

3.9

12.7

21.7

15.8

23.0

22.8

1.7

0.0

2.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

34.8

35.8

37.7

20.7

6.3

7.5

5.9

17.3

4.1

4.2

3.4

6.8

27.5

29.2

27.0

24.1

9.7

6.7

9.3

6.8

2.2

4.2

1.5

10.5

14.7

12.5

13.7

12.2

0.7

0.0

1.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.3

3.0

1.9

2.3

26.3

27.7

31.5

42.7

3.3

1.0

1.2

5.6

34.4

34.7

33.3

20.2

3.5

5.0

3.1

0.9

12.3

12.9

12.3

20.7

16.3

15.8

16.7

4.2

0.7

0.0

0.0

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.6

14.9

8.6

5.6

25.3

23.8

31.5

50.2

2.3

2.0

2.5

5.6

40.0

37.6

40.7

12.7

2.3

3.0

1.2

0.5

6.7

5.9

6.8

18.3

10.9

12.9

8.6

4.7

0.7

0.0

0.0

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答
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≪子どもの有無：既婚≫ 
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9.2
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22.4

7.3

7.9

9.6

7.9

11.2

18.4

5.4

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.6

3.2

32.2

25.4

4.4

7.9

24.6

31.7

2.5

3.2

18.5

19.0

11.2

6.3

4.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.4

14.3

35.6

30.2

3.0

7.9

25.1

25.4

1.6

1.6

14.0

11.1

8.3

4.8

4.9

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答
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共働き
している
(n=538)

【共働き】
正規×正規
(n=120)

【共働き】
正規×非正規

(n=204)

共働き
していない
(n=237)

共働き
している
(n=430)

【共働き】
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(n=101)
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共働き
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希　望 現　実
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希　望 現　実

9.5

8.3

9.3

5.9

9.5

13.3

8.8

7.6

2.8

1.7

2.5

3.0

46.3

54.2

48.0

42.6

3.9

4.2

2.5

4.6

4.6

2.5

3.9

12.7

21.7

15.8

23.0

22.8

1.7

0.0

2.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

34.8

35.8

37.7

20.7

6.3

7.5

5.9

17.3

4.1

4.2

3.4

6.8

27.5

29.2

27.0

24.1

9.7

6.7

9.3

6.8

2.2

4.2

1.5

10.5

14.7

12.5

13.7

12.2

0.7

0.0

1.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.3

3.0

1.9

2.3

26.3

27.7

31.5

42.7

3.3

1.0

1.2

5.6

34.4

34.7

33.3

20.2

3.5

5.0

3.1

0.9

12.3

12.9

12.3

20.7

16.3

15.8

16.7

4.2

0.7

0.0

0.0

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.6

14.9

8.6

5.6

25.3

23.8

31.5

50.2

2.3

2.0

2.5

5.6

40.0

37.6

40.7

12.7

2.3

3.0

1.2

0.5

6.7

5.9

6.8

18.3

10.9

12.9

8.6

4.7

0.7

0.0

0.0

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを優先 無回答
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（３）仕事の満足度 

問問 33--33  ああななたたのの「「仕仕事事」」、、「「家家庭庭生生活活」」、、「「地地域域・・個個人人のの生生活活」」ににそそれれぞぞれれどどのの程程度度満満足足ししてていいまますすかか。。  

（（そそれれぞぞれれ〇〇ははひひととつつずずつつ））  

①①仕仕事事  

    ※※「「仕仕事事」」ににつついいててはは、、現現在在仕仕事事ををししてていいなないい場場合合はは、、そそのの状状況況ににつついいてておお聞聞かかせせ下下ささいい。。  

 

 女性では、 「満足している」（11.2％）、「まあ満足している」（36.8％）をあわせた満足計は 48.0％である。

令和元年調査と比較して大きな差はみられない。 

 男性では、「満足している」（13.0％）、「まあ満足している」（38.6％）をあわせた満足計は 51.6％である。

令和元年調査と比較して 5ポイント以上低下している。 

 性別に比較して大きな差はみられない。 
 

 

 

  

令和6年調査
(n=1,347)

48.0 

令和元年調査
(n=903)

51.2 

令和6年調査
(n=1,099)

51.6 

令和元年調査
(n=517)

59.8 

満足
計

（％）

女
性

男
性

13.0

18.0

38.6

41.8

26.4

19.0

7.9

10.8

5.4

7.5

8.7

2.9

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

11.2

13.1

36.8

38.1

26.7

23.5

10.6

13.2

3.9

6.3

10.8

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

75 

 

≪末子年齢≫ 

 末子年齢別に満足計をみると、女性では高校生で 63.5％と最も高く、大学生、専門・専修学校生（58.8％）

が続いている。 

 男性の満足計は、大学生、専門・専修学校生で 62.5％と最も高く、高校生（61.3％）が続いている。 

 性別に比較すると、女性の満足計は小学生で 41.2％と、男性（56.9％）に比べて 10 ポイント以上低い。 
 

 

 

 

  

満足
計

（％）

満足
計

（％）

就学前※
(n=101)

47.5 
就学前※
(n=76)

50.0 

3歳未満
(n=49)

44.9 
3歳未満
(n=34)

50.0 

3歳以上
(n=52)

50.0 
3歳以上
(n=42)

50.0 

小学生
(n=85)

41.2 
小学生
(n=58)

56.9 

中学生
(n=51)

47.1 
中学生
(n=33)

54.5 

高校生
(n=52)

63.5 
高校生
(n=31)

61.3 

大学生、専門・
専修学校生
(n=68)

58.8 
大学生、専門・
専修学校生
(n=48)

62.5 

それ以外
(n=653)

47.3 
それ以外
(n=555)

53.2 

女  性 男  性

9.9

8.2

11.5

9.4

9.8

17.3

7.4

11.6

37.6

36.7

38.5

31.8

37.3

46.2

51.5

35.7

29.7

38.8

21.2

35.3

33.3

28.8

19.1

23.9

18.8

16.3

21.2

14.1

19.6

5.8

13.2

8.3

3.0

0.0

5.8

8.2

0.0

1.9

5.9

3.2

1.0

0.0

1.9

1.2

0.0

0.0

2.9

17.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.2

17.6

2.4

10.3

6.1

9.7

14.6

14.6

40.8

32.4

47.6

46.6

48.5

51.6

47.9

38.6

32.9

29.4

35.7

22.4

30.3

25.8

12.5

24.5

10.5

5.9

14.3

17.2

6.1

9.7

6.3

7.7

6.6

14.7

0.0

3.4

9.1

3.2

4.2

4.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

14.6

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

※就学前：「3歳未満」「3歳以上」をあわせた回答者
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48.0 

令和元年調査
(n=903)

51.2 

令和6年調査
(n=1,099)

51.6 
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(n=517)

59.8 

満足
計

（％）

女
性

男
性
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18.0
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41.8

26.4

19.0
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10.8

5.4

7.5

8.7

2.9

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

11.2

13.1

36.8

38.1

26.7

23.5

10.6

13.2

3.9

6.3

10.8

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

75 

 

≪末子年齢≫ 

 末子年齢別に満足計をみると、女性では高校生で 63.5％と最も高く、大学生、専門・専修学校生（58.8％）

が続いている。 

 男性の満足計は、大学生、専門・専修学校生で 62.5％と最も高く、高校生（61.3％）が続いている。 

 性別に比較すると、女性の満足計は小学生で 41.2％と、男性（56.9％）に比べて 10 ポイント以上低い。 
 

 

 

 

  

満足
計

（％）

満足
計

（％）

就学前※
(n=101)

47.5 
就学前※
(n=76)

50.0 

3歳未満
(n=49)

44.9 
3歳未満
(n=34)

50.0 

3歳以上
(n=52)

50.0 
3歳以上
(n=42)

50.0 

小学生
(n=85)

41.2 
小学生
(n=58)

56.9 

中学生
(n=51)

47.1 
中学生
(n=33)

54.5 

高校生
(n=52)

63.5 
高校生
(n=31)

61.3 

大学生、専門・
専修学校生
(n=68)

58.8 
大学生、専門・
専修学校生
(n=48)

62.5 

それ以外
(n=653)

47.3 
それ以外
(n=555)

53.2 

女  性 男  性

9.9

8.2

11.5

9.4

9.8

17.3

7.4

11.6

37.6

36.7

38.5

31.8

37.3

46.2

51.5

35.7

29.7

38.8

21.2

35.3

33.3

28.8

19.1

23.9

18.8

16.3

21.2

14.1

19.6

5.8

13.2

8.3

3.0

0.0

5.8

8.2

0.0

1.9

5.9

3.2

1.0

0.0

1.9

1.2

0.0

0.0

2.9

17.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.2

17.6

2.4

10.3

6.1

9.7

14.6

14.6

40.8

32.4

47.6

46.6

48.5

51.6

47.9

38.6

32.9

29.4

35.7

22.4

30.3

25.8

12.5

24.5

10.5

5.9

14.3

17.2

6.1

9.7

6.3

7.7

6.6

14.7

0.0

3.4

9.1

3.2

4.2

4.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

14.6

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

※就学前：「3歳未満」「3歳以上」をあわせた回答者
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≪就労状況≫ 

 就労状況別にみると、女性正規職員の満足計は 60.2％で令和元年調査と比べて 5 ポイント以上上昇してい

る。男性正規職員の満足計は 59.7％で令和元年調査と比べて大きな低下はみられないが、「満足している」

の割合は 5 ポイント以上低下している。 

 女性非正規職員の満足計は 59.4％で令和元年調査と比べて大きな低下はみられないが、「満足している」

の割合は 5 ポイント以上低下している。男性非正規職員の満足計は 63.0％で、前回から 5 ポイント以上上

昇している。 

 性別には大きな差は見られない。 

 

 

 

 

   

■正規職員

令和6年調査
(n=264)

60.2 

令和元年調査
(n=219)

54.3 

令和6年調査
(n=444)

59.7 

令和元年調査
(n=244)

62.3 

満足
計

（％）

女
性

男
性

10.1

19.3

49.5

43.0

23.9

16.0

10.6

12.7

5.2

9.0

0.7

0.0

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

9.1

7.3

51.1

47.0

22.0

18.7

12.5

19.2

4.9

7.3

0.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■非正規職員

令和6年調査
(n=508)

59.4 

令和元年調査
(n=299)

62.5 

令和6年調査
(n=200)

63.0 

令和元年調査
(n=89)

57.3 

満足
計

（％）

女
性

男
性

17.0

15.7

46.0

41.6

20.0

24.7

11.5

10.1

4.0

6.7

1.5

1.1

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

10.8

17.4

48.6

45.2

22.6

18.7

13.8

13.0

3.1

5.4

1.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

77 

 

≪共働き状況≫ 

 共働き状況別に満足計をみると、女性では【共働き】正規×正規層で 64.2％と、【共働き】正規×非正規層

（56.9％）に比べて 5ポイント以上高い。共働きしていない層では 36.7％である。 

 男性では、共働き状況で大きな差はみられない。 

 性別に比較すると、【共働き】正規×正規層では女性の満足計は男性に比べて 4.8 ポイント高く、 【共働き】

正規×非正規層では男性の満足計が女性に比べて 5 ポイント以上高い。 
 

 

 

 

  

満足
計

（％）

満足
計

（％）

共働きしている
(n=538)

61.9 
共働きしている

(n=430)
61.2 

【共働き】
正規×正規
(n=120)

64.2 
【共働き】
正規×正規
(n=101)

59.4 

【共働き】
正規×非正規

(n=204)
56.9 

【共働き】
正規×非正規

(n=162)
62.3 

共働き
していない
(n=237)

36.7 
共働き

していない
(n=213)

59.2 

女  性 男  性

12.1

10.0

10.8

9.7

49.8

54.2

46.1

27.0

22.5

19.2

24.0

36.3

11.9

14.2

14.7

11.4

2.8

2.5

2.9

5.1

0.9

0.0

1.5

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.7

11.9

6.2

15.5

50.5

47.5

56.2

43.7

23.0

25.7

20.4

23.0

10.5

8.9

12.3

7.0

4.9

5.9

4.9

4.2

0.5

0.0

0.0

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答
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≪就労状況≫ 

 就労状況別にみると、女性正規職員の満足計は 60.2％で令和元年調査と比べて 5 ポイント以上上昇してい

る。男性正規職員の満足計は 59.7％で令和元年調査と比べて大きな低下はみられないが、「満足している」

の割合は 5 ポイント以上低下している。 

 女性非正規職員の満足計は 59.4％で令和元年調査と比べて大きな低下はみられないが、「満足している」

の割合は 5 ポイント以上低下している。男性非正規職員の満足計は 63.0％で、前回から 5 ポイント以上上

昇している。 

 性別には大きな差は見られない。 

 

 

 

 

   

■正規職員

令和6年調査
(n=264)

60.2 

令和元年調査
(n=219)

54.3 

令和6年調査
(n=444)

59.7 

令和元年調査
(n=244)

62.3 

満足
計

（％）

女
性

男
性

10.1

19.3

49.5

43.0

23.9

16.0

10.6

12.7

5.2

9.0

0.7

0.0

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

9.1

7.3

51.1

47.0

22.0

18.7

12.5

19.2

4.9

7.3

0.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■非正規職員

令和6年調査
(n=508)

59.4 

令和元年調査
(n=299)

62.5 

令和6年調査
(n=200)

63.0 

令和元年調査
(n=89)

57.3 

満足
計

（％）

女
性

男
性

17.0

15.7

46.0

41.6

20.0

24.7

11.5

10.1

4.0

6.7

1.5

1.1

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

10.8

17.4

48.6

45.2

22.6

18.7

13.8

13.0

3.1

5.4

1.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

77 

 

≪共働き状況≫ 

 共働き状況別に満足計をみると、女性では【共働き】正規×正規層で 64.2％と、【共働き】正規×非正規層

（56.9％）に比べて 5ポイント以上高い。共働きしていない層では 36.7％である。 

 男性では、共働き状況で大きな差はみられない。 

 性別に比較すると、【共働き】正規×正規層では女性の満足計は男性に比べて 4.8 ポイント高く、 【共働き】

正規×非正規層では男性の満足計が女性に比べて 5 ポイント以上高い。 
 

 

 

 

  

満足
計

（％）

満足
計

（％）

共働きしている
(n=538)

61.9 
共働きしている

(n=430)
61.2 

【共働き】
正規×正規
(n=120)

64.2 
【共働き】
正規×正規
(n=101)

59.4 

【共働き】
正規×非正規

(n=204)
56.9 

【共働き】
正規×非正規

(n=162)
62.3 

共働き
していない
(n=237)

36.7 
共働き

していない
(n=213)

59.2 

女  性 男  性

12.1

10.0

10.8

9.7

49.8

54.2

46.1

27.0

22.5

19.2

24.0

36.3

11.9

14.2

14.7

11.4

2.8

2.5

2.9

5.1

0.9

0.0

1.5

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.7

11.9

6.2

15.5

50.5

47.5

56.2

43.7

23.0

25.7

20.4

23.0

10.5

8.9

12.3

7.0

4.9

5.9

4.9

4.2

0.5

0.0

0.0

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答
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（４）家庭生活の満足度 

問問 33--33  ああななたたのの「「仕仕事事」」、、「「家家庭庭生生活活」」、、「「地地域域・・個個人人のの生生活活」」ににそそれれぞぞれれどどのの程程度度満満足足ししてていいまますすかか。。  

（（そそれれぞぞれれ〇〇ははひひととつつずずつつ））  

②②家家庭庭生生活活  

    ※※「「家家庭庭生生活活」」ににつついいててはは、、一一人人でで生生活活ししてておおらられれるる方方はは、、そそのの状状況況もも含含めめてておお考考ええ下下ささいい。。  

 

 女性では、「満足している」（22.3％）、「まあ満足している」（48.6％）をあわせた満足計は 70.9％である。

令和元年調査と比較して大きな差はみられない。 

 男性では、「満足している」（24.4％）、「まあ満足している」（48.1％）をあわせた満足計は 72.5％である。

令和元年調査と比較して大きな差はみられない。 

 性別に比較して大きな差はみられない。 
 

 

 

   

令和6年調査
(n=1,347)

70.9 

令和元年調査
(n=903)

72.1 

令和6年調査
(n=1,099)

72.5 

令和元年調査
(n=517)

74.1 

満足
計

（％）

女
性

男
性

24.4

27.3

48.1

46.8

16.6

14.5

5.0

6.0

1.6

3.7

4.3

1.7

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

22.3

22.3

48.6

49.8

14.8

13.2

8.0

9.6

2.6

3.7

3.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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≪末子年齢≫ 

 末子年齢別に満足計をみると、女性では３歳未満で 83.7％と最も高く、高校生までは子どもの末子年齢が

高くなるほど満足計が低下している。 

 男性の満足計は、３歳未満で 88.2％と最も高く、小学生（81.0％）が続いている。 

 性別に比較すると、女性の満足計は３歳以上就学前、小学生、中学生、高校生、それ以外で男性に比べて

5 ポイント以上低い。 
 

 

 

 

 

   

満足
計

（％）

満足
計

（％）

就学前※
(n=101)

75.2 
就学前※
(n=76)

81.6 

3歳未満
(n=49)

83.7 
3歳未満
(n=34)

88.2 

3歳以上
(n=52)

67.3 
3歳以上
(n=42)

76.2 

小学生
(n=85)

71.8 
小学生
(n=58)

81.0 

中学生
(n=51)

64.7 
中学生
(n=33)

69.7 

高校生
(n=52)

63.5 
高校生
(n=31)

71.0 

大学生、専門・
専修学校生
(n=68)

76.5 
大学生、専門・
専修学校生
(n=48)

79.2 

それ以外
(n=653)

71.2 
それ以外
(n=555)

76.9 

女  性 男  性

25.7

30.6

21.2

14.1

19.6

15.4

25.0

21.6

49.5

53.1

46.2

57.6

45.1

48.1

51.5

49.6

13.9

8.2

19.2

15.3

19.6

11.5

7.4

14.1

10.9

8.2

13.5

8.2

11.8

13.5

11.8

6.6

0.0

0.0

0.0

4.7

3.9

11.5

1.5

2.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.9

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30.3

41.2

21.4

22.4

24.2

25.8

20.8

26.7

51.3

47.1

54.8

58.6

45.5

45.2

58.3

50.3

11.8

8.8

14.3

10.3

15.2

29.0

10.4

13.2

3.9

2.9

4.8

6.9

9.1

0.0

4.2

4.1

2.6

0.0

4.8

1.7

6.1

0.0

0.0

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.3

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

※就学前：「3歳未満」「3歳以上」をあわせた回答者
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（４）家庭生活の満足度 

問問 33--33  ああななたたのの「「仕仕事事」」、、「「家家庭庭生生活活」」、、「「地地域域・・個個人人のの生生活活」」ににそそれれぞぞれれどどのの程程度度満満足足ししてていいまますすかか。。  

（（そそれれぞぞれれ〇〇ははひひととつつずずつつ））  

②②家家庭庭生生活活  

    ※※「「家家庭庭生生活活」」ににつついいててはは、、一一人人でで生生活活ししてておおらられれるる方方はは、、そそのの状状況況もも含含めめてておお考考ええ下下ささいい。。  

 

 女性では、「満足している」（22.3％）、「まあ満足している」（48.6％）をあわせた満足計は 70.9％である。

令和元年調査と比較して大きな差はみられない。 

 男性では、「満足している」（24.4％）、「まあ満足している」（48.1％）をあわせた満足計は 72.5％である。

令和元年調査と比較して大きな差はみられない。 

 性別に比較して大きな差はみられない。 
 

 

 

   

令和6年調査
(n=1,347)

70.9 

令和元年調査
(n=903)

72.1 

令和6年調査
(n=1,099)

72.5 

令和元年調査
(n=517)

74.1 

満足
計

（％）

女
性

男
性

24.4

27.3

48.1

46.8

16.6

14.5

5.0

6.0

1.6

3.7

4.3

1.7

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

22.3

22.3

48.6

49.8

14.8

13.2

8.0

9.6

2.6

3.7

3.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

79 

 

≪末子年齢≫ 

 末子年齢別に満足計をみると、女性では３歳未満で 83.7％と最も高く、高校生までは子どもの末子年齢が

高くなるほど満足計が低下している。 

 男性の満足計は、３歳未満で 88.2％と最も高く、小学生（81.0％）が続いている。 

 性別に比較すると、女性の満足計は３歳以上就学前、小学生、中学生、高校生、それ以外で男性に比べて

5 ポイント以上低い。 
 

 

 

 

 

   

満足
計

（％）

満足
計

（％）

就学前※
(n=101)

75.2 
就学前※
(n=76)

81.6 

3歳未満
(n=49)

83.7 
3歳未満
(n=34)

88.2 

3歳以上
(n=52)

67.3 
3歳以上
(n=42)

76.2 

小学生
(n=85)

71.8 
小学生
(n=58)

81.0 

中学生
(n=51)

64.7 
中学生
(n=33)

69.7 

高校生
(n=52)

63.5 
高校生
(n=31)

71.0 

大学生、専門・
専修学校生
(n=68)

76.5 
大学生、専門・
専修学校生
(n=48)

79.2 

それ以外
(n=653)

71.2 
それ以外
(n=555)

76.9 

女  性 男  性

25.7

30.6

21.2

14.1

19.6

15.4

25.0

21.6

49.5

53.1

46.2

57.6

45.1

48.1

51.5

49.6

13.9

8.2

19.2

15.3

19.6

11.5

7.4

14.1

10.9

8.2

13.5

8.2

11.8

13.5

11.8

6.6

0.0

0.0

0.0

4.7

3.9

11.5

1.5

2.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.9

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30.3

41.2

21.4

22.4

24.2

25.8

20.8

26.7

51.3

47.1

54.8

58.6

45.5

45.2

58.3

50.3

11.8

8.8

14.3

10.3

15.2

29.0

10.4

13.2

3.9

2.9

4.8

6.9

9.1

0.0

4.2

4.1

2.6

0.0

4.8

1.7

6.1

0.0

0.0

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.3

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

※就学前：「3歳未満」「3歳以上」をあわせた回答者



80 

 

≪就労状況≫ 

 就労状況別に満足計をみると、女性では就労状況別に大きな差はみられない。 

 男性の満足計は、非就労者では 66.4％と、就労している層に比べて 5 ポイント以上低い。 

 性別に比較すると、女性非就労者の満足計は男性に比べて 5 ポイント以上高く、男性正規職員の満足計は

女性に比べて 5 ポイント以上高い。 
 

 

 

 

≪共働き状況≫ 

 共働き状況別に満足計をみると、女性は共働き状況別に大きな差はみられない。 

 男性の満足計は、【共働き】正規×正規層で 82.2％と、【共働き】正規×非正規層に比べて 5 ポイント以上

高い。 

 性別に比較すると、女性では【共働き】正規×正規層や共働きしていない層の満足計は男性に比べて 5 ポ

イント以上低い。 
 

 

 

 

  

満足
計

（％）

満足
計

（％）

正規職員
(n=264)

70.8 
正規職員
(n=444)

76.1 

非正規職員
(n=508)

71.7 
非正規職員
(n=200)

75.5 

その他
(n=105)

68.6 
その他
(n=143)

74.1 

非就労者
(n=421)

72.4 
非就労者
(n=271)

66.4 

女  性 男  性

22.7

19.5

16.2

26.8

48.1

52.2

52.4

45.6

14.8

15.6

18.1

13.1

11.4

8.5

8.6

5.9

2.7

3.3

2.9

1.4

0.4

1.0

1.9

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.2

26.0

24.5

21.8

50.9

49.5

49.7

44.6

16.2

17.0

16.1

17.3

5.0

4.5

6.3

4.4

1.8

1.5

0.0

2.2

0.9

1.5

3.5

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

満足
計

（％）

満足
計

（％）

共働きしている
(n=538)

74.0 
共働きしている

(n=430)
78.8 

【共働き】
正規×正規
(n=120)

73.3 
【共働き】
正規×正規
(n=101)

82.2 

【共働き】
正規×非正規

(n=204)
75.0 

【共働き】
正規×非正規

(n=162)
76.5 

共働き
していない
(n=237)

71.7 
共働き

していない
(n=213)

77.9 

女  性 男  性

20.1

21.7

22.1

23.2

53.9

51.7

52.9

48.5

12.8

11.7

12.7

16.9

8.9

12.5

6.9

8.0

3.2

2.5

3.9

2.1

1.1

0.0

1.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.6

26.7

24.1

29.6

53.3

55.4

52.5

48.4

14.7

12.9

16.7

13.6

4.4

3.0

4.3

4.2

1.4

2.0

1.9

1.4

0.7

0.0

0.6

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

81 

 

（５）地域・個人の生活の満足度 

問問 33--33  ああななたたのの「「仕仕事事」」、、「「家家庭庭生生活活」」、、「「地地域域・・個個人人のの生生活活」」ににそそれれぞぞれれどどのの程程度度満満足足ししてていいまますすかか。。  

（（そそれれぞぞれれ〇〇ははひひととつつずずつつ））  

③③地地域域・・個個人人のの生生活活  

    ※※「「地地域域」」ににはは、、地地域域ででのの近近所所付付きき合合いいややススポポーーツツ・・趣趣味味、、社社会会貢貢献献活活動動等等をを含含めめてておお考考ええ下下ささいい。。  
 

 女性では、「満足している」（11.7％）、「まあ満足している」（40.2％）をあわせた満足計は 51.9％である。

令和元年調査と比較して大きな差はみられない。 

 男性では、「満足している」（10.8％）、「まあ満足している」（42.3％）をあわせた満足計は 53.1％である。

令和元年調査と比較して大きな差はみられない。 

 性別に比較して大きな差はみられない。 
 

 

 

   

令和6年調査
(n=1,347)

51.9 

令和元年調査
(n=903)

49.3 

令和6年調査
(n=1,099)

53.1 

令和元年調査
(n=517)

51.3 

満足
計

（％）

10.8

13.3

42.3

37.9

33.7

37.5

5.9

7.0

2.4

3.1

4.9

1.2

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

11.7

10.2

40.2

39.1

32.1

31.5

7.6

12.1

3.3

4.1

5.0

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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≪就労状況≫ 

 就労状況別に満足計をみると、女性では就労状況別に大きな差はみられない。 

 男性の満足計は、非就労者では 66.4％と、就労している層に比べて 5 ポイント以上低い。 

 性別に比較すると、女性非就労者の満足計は男性に比べて 5 ポイント以上高く、男性正規職員の満足計は

女性に比べて 5 ポイント以上高い。 
 

 

 

 

≪共働き状況≫ 

 共働き状況別に満足計をみると、女性は共働き状況別に大きな差はみられない。 

 男性の満足計は、【共働き】正規×正規層で 82.2％と、【共働き】正規×非正規層に比べて 5 ポイント以上

高い。 

 性別に比較すると、女性では【共働き】正規×正規層や共働きしていない層の満足計は男性に比べて 5 ポ

イント以上低い。 
 

 

 

 

  

満足
計

（％）

満足
計

（％）

正規職員
(n=264)

70.8 
正規職員
(n=444)

76.1 

非正規職員
(n=508)

71.7 
非正規職員
(n=200)

75.5 

その他
(n=105)

68.6 
その他
(n=143)

74.1 

非就労者
(n=421)

72.4 
非就労者
(n=271)

66.4 

女  性 男  性

22.7

19.5

16.2

26.8

48.1

52.2

52.4

45.6

14.8

15.6

18.1

13.1

11.4

8.5

8.6

5.9

2.7

3.3

2.9

1.4

0.4

1.0

1.9

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.2

26.0

24.5

21.8

50.9

49.5

49.7

44.6

16.2

17.0

16.1

17.3

5.0

4.5

6.3

4.4

1.8

1.5

0.0

2.2

0.9

1.5

3.5

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

満足
計

（％）

満足
計

（％）

共働きしている
(n=538)

74.0 
共働きしている

(n=430)
78.8 

【共働き】
正規×正規
(n=120)

73.3 
【共働き】
正規×正規
(n=101)

82.2 

【共働き】
正規×非正規

(n=204)
75.0 

【共働き】
正規×非正規

(n=162)
76.5 

共働き
していない
(n=237)

71.7 
共働き

していない
(n=213)

77.9 

女  性 男  性

20.1

21.7

22.1

23.2

53.9

51.7

52.9

48.5

12.8

11.7

12.7

16.9

8.9

12.5

6.9

8.0

3.2

2.5

3.9

2.1

1.1

0.0

1.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.6

26.7

24.1

29.6

53.3

55.4

52.5

48.4

14.7

12.9

16.7

13.6

4.4

3.0

4.3

4.2

1.4

2.0

1.9

1.4

0.7

0.0

0.6

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答
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（５）地域・個人の生活の満足度 

問問 33--33  ああななたたのの「「仕仕事事」」、、「「家家庭庭生生活活」」、、「「地地域域・・個個人人のの生生活活」」ににそそれれぞぞれれどどのの程程度度満満足足ししてていいまますすかか。。  

（（そそれれぞぞれれ〇〇ははひひととつつずずつつ））  

③③地地域域・・個個人人のの生生活活  

    ※※「「地地域域」」ににはは、、地地域域ででのの近近所所付付きき合合いいややススポポーーツツ・・趣趣味味、、社社会会貢貢献献活活動動等等をを含含めめてておお考考ええ下下ささいい。。  
 

 女性では、「満足している」（11.7％）、「まあ満足している」（40.2％）をあわせた満足計は 51.9％である。

令和元年調査と比較して大きな差はみられない。 

 男性では、「満足している」（10.8％）、「まあ満足している」（42.3％）をあわせた満足計は 53.1％である。

令和元年調査と比較して大きな差はみられない。 

 性別に比較して大きな差はみられない。 
 

 

 

   

令和6年調査
(n=1,347)

51.9 

令和元年調査
(n=903)

49.3 

令和6年調査
(n=1,099)

53.1 

令和元年調査
(n=517)

51.3 

満足
計

（％）

10.8

13.3

42.3

37.9

33.7

37.5

5.9

7.0

2.4

3.1

4.9

1.2

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

11.7

10.2

40.2

39.1

32.1

31.5

7.6

12.1

3.3

4.1

5.0

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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≪末子年齢≫ 

 末子年齢別に満足計をみると、女性では３歳以上 （就学前）で 36.5％と最も低く、高校生までは学齢が上

がるほどに満足計は上昇している。 

 男性の満足計は、３歳以上 （就学前）で 38.1％と最も低く、高校生までは学齢が上がるほどに満足計は上

昇している。 

 性別に比較すると、女性では３歳未満、小学生、中学生、高校生で満足計が男性に比べて 5 ポイント以上

低くなっている。 
 

 

 

 

   

満足
計

（％）

満足
計

（％）

就学前※
(n=101)

39.6 
就学前※
(n=76)

43.4 

3歳未満
(n=49)

42.9 
3歳未満
(n=34)

50.0 

3歳以上
(n=52)

36.5 
3歳以上
(n=42)

38.1 

小学生
(n=85)

44.7 
小学生
(n=58)

53.4 

中学生
(n=51)

51.0 
中学生
(n=33)

57.6 

高校生
(n=52)

55.8 
高校生
(n=31)

64.5 

大学生、専門・
専修学校生
(n=68)

50.0 
大学生、専門・

専修学校生
(n=48)

45.8 

それ以外
(n=653)

54.1 
それ以外
(n=555)

57.3 

女  性 男  性

10.9

12.2

9.6

3.5

11.8

13.5

16.2

11.2

28.7

30.6

26.9

41.2

39.2

42.3

33.8

42.9

34.7

38.8

30.8

37.6

39.2

26.9

32.4

30.8

22.8

16.3

28.8

10.6

7.8

7.7

10.3

5.2

3.0

2.0

3.8

7.1

2.0

9.6

2.9

2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.4

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.6

11.8

2.4

5.2

9.1

16.1

8.3

11.2

36.8

38.2

35.7

48.3

48.5

48.4

37.5

46.1

46.1

47.1

45.2

37.9

30.3

29.0

39.6

31.7

6.6

2.9

9.5

6.9

9.1

3.2

6.3

4.0

3.9

0.0

7.1

1.7

3.0

3.2

2.1

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.3

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

※就学前：「3歳未満」「3歳以上」をあわせた回答者
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≪就労状況≫ 

 就労状況別に満足計をみると、女性では就労状況別に大きな差はみられない。 

 男性の満足計は、非就労者では 50.6％と、非正規職員やその他に比べて 5ポイント以上低い。 

 性別に比較すると、女性非正規職員の満足計が男性非正規職員に比べて 5 ポイント以上低い。 
 

 

 

 

≪共働き状況≫ 

 共働き状況別に満足計をみると、女性では【共働き】正規×正規層で 48.3％と、共働きしていない層に比

べて 5 ポイント以上低い。 

 男性の満足計は、【共働き】正規×正規層で 56.4％と、【共働き】正規×非正規層に比べて 5 ポイント以上

高い。 

 性別に比較すると、【共働き】正規×正規層では、女性の満足計は男性に比べて 5 ポイント以上低い。その

他の層では大きな差はみられない。 
 

 

 

 

  

満足
計

（％）

満足
計

（％）

正規職員
(n=264)

54.5 
正規職員
(n=444)

52.5 

非正規職員
(n=508)

51.2 
非正規職員
(n=200)

57.0 

その他
(n=105)

52.4 
その他
(n=143)

56.6 

非就労者
(n=421)

52.3 
非就労者
(n=271)

50.6 

女  性 男  性

10.6

11.0

10.5

13.3

43.9

40.2

41.9

39.0

29.9

36.2

27.6

30.4

9.8

7.1

10.5

6.4

5.3

4.1

6.7

0.7

0.4

1.4

2.9

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.4

13.0

15.4

12.5

45.0

44.0

41.3

38.0

37.4

36.0

31.5

28.0

7.0

3.0

6.3

5.9

2.0

2.5

1.4

3.7

1.1

1.5

4.2

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

満足
計

（％）

満足
計

（％）

共働きしている
(n=538)

51.7 
共働きしている

(n=430)
53.5 

【共働き】
正規×正規
(n=120)

48.3 
【共働き】
正規×正規
(n=101)

56.4 

【共働き】
正規×非正規

(n=204)
52.0 

【共働き】
正規×非正規

(n=162)
49.4 

共働き
していない
(n=237)

56.5 
共働き

していない
(n=213)

54.0 

女  性 男  性

10.2

6.7

13.2

12.2

41.4

41.7

38.7

44.3

33.1

34.2

35.3

34.6

9.7

11.7

7.8

6.8

3.9

5.8

2.9

1.3

1.7

0.0

2.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.2

8.9

6.8

8.5

43.3

47.5

42.6

45.5

37.7

34.7

40.1

37.6

6.3

6.9

7.4

2.8

1.4

2.0

1.9

2.3

1.2

0.0

1.2

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答
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≪末子年齢≫ 

 末子年齢別に満足計をみると、女性では３歳以上 （就学前）で 36.5％と最も低く、高校生までは学齢が上

がるほどに満足計は上昇している。 

 男性の満足計は、３歳以上 （就学前）で 38.1％と最も低く、高校生までは学齢が上がるほどに満足計は上

昇している。 

 性別に比較すると、女性では３歳未満、小学生、中学生、高校生で満足計が男性に比べて 5 ポイント以上

低くなっている。 
 

 

 

 

   

満足
計

（％）

満足
計

（％）

就学前※
(n=101)

39.6 
就学前※
(n=76)

43.4 

3歳未満
(n=49)

42.9 
3歳未満
(n=34)

50.0 

3歳以上
(n=52)

36.5 
3歳以上
(n=42)

38.1 

小学生
(n=85)

44.7 
小学生
(n=58)

53.4 

中学生
(n=51)

51.0 
中学生
(n=33)

57.6 

高校生
(n=52)

55.8 
高校生
(n=31)

64.5 

大学生、専門・
専修学校生
(n=68)

50.0 
大学生、専門・

専修学校生
(n=48)

45.8 

それ以外
(n=653)

54.1 
それ以外
(n=555)

57.3 

女  性 男  性

10.9

12.2

9.6

3.5

11.8

13.5

16.2

11.2

28.7

30.6

26.9

41.2

39.2

42.3

33.8

42.9

34.7

38.8

30.8

37.6

39.2

26.9

32.4

30.8

22.8

16.3

28.8

10.6

7.8

7.7

10.3

5.2

3.0

2.0

3.8

7.1

2.0

9.6

2.9

2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.4

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.6

11.8

2.4

5.2

9.1

16.1

8.3

11.2

36.8

38.2

35.7

48.3

48.5

48.4

37.5

46.1

46.1

47.1

45.2

37.9

30.3

29.0

39.6

31.7

6.6

2.9

9.5

6.9

9.1

3.2

6.3

4.0

3.9

0.0

7.1

1.7

3.0

3.2

2.1

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.3

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

※就学前：「3歳未満」「3歳以上」をあわせた回答者
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≪就労状況≫ 

 就労状況別に満足計をみると、女性では就労状況別に大きな差はみられない。 

 男性の満足計は、非就労者では 50.6％と、非正規職員やその他に比べて 5ポイント以上低い。 

 性別に比較すると、女性非正規職員の満足計が男性非正規職員に比べて 5 ポイント以上低い。 
 

 

 

 

≪共働き状況≫ 

 共働き状況別に満足計をみると、女性では【共働き】正規×正規層で 48.3％と、共働きしていない層に比

べて 5 ポイント以上低い。 

 男性の満足計は、【共働き】正規×正規層で 56.4％と、【共働き】正規×非正規層に比べて 5 ポイント以上

高い。 

 性別に比較すると、【共働き】正規×正規層では、女性の満足計は男性に比べて 5 ポイント以上低い。その

他の層では大きな差はみられない。 
 

 

 

 

  

満足
計

（％）

満足
計

（％）

正規職員
(n=264)

54.5 
正規職員
(n=444)

52.5 

非正規職員
(n=508)

51.2 
非正規職員
(n=200)

57.0 

その他
(n=105)

52.4 
その他
(n=143)

56.6 

非就労者
(n=421)

52.3 
非就労者
(n=271)

50.6 

女  性 男  性

10.6

11.0

10.5

13.3

43.9

40.2

41.9

39.0

29.9

36.2

27.6

30.4

9.8

7.1

10.5

6.4

5.3

4.1

6.7

0.7

0.4

1.4

2.9

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.4

13.0

15.4

12.5

45.0

44.0

41.3

38.0

37.4

36.0

31.5

28.0

7.0

3.0

6.3

5.9

2.0

2.5

1.4

3.7

1.1

1.5

4.2

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

満足
計

（％）

満足
計

（％）

共働きしている
(n=538)

51.7 
共働きしている

(n=430)
53.5 

【共働き】
正規×正規
(n=120)

48.3 
【共働き】
正規×正規
(n=101)

56.4 

【共働き】
正規×非正規

(n=204)
52.0 

【共働き】
正規×非正規

(n=162)
49.4 

共働き
していない
(n=237)

56.5 
共働き

していない
(n=213)

54.0 

女  性 男  性

10.2

6.7

13.2

12.2

41.4

41.7

38.7

44.3

33.1

34.2

35.3

34.6

9.7

11.7

7.8

6.8

3.9

5.8

2.9

1.3

1.7

0.0

2.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.2

8.9

6.8

8.5

43.3

47.5

42.6

45.5

37.7

34.7

40.1

37.6

6.3

6.9

7.4

2.8

1.4

2.0

1.9

2.3

1.2

0.0

1.2

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答
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（６）家庭や仕事に関する考え方 

問問 33--66  家家庭庭やや仕仕事事にに関関すするるああななたたのの考考ええやや気気持持ちちににつついいてて次次ににああげげるる項項目目そそれれぞぞれれににつついいてておお聞聞かかせせくく

だだささいい。。（（そそれれぞぞれれ○○はは１１つつずずつつ））  
 

 家事・育児の考え方について「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」をあわせたそう思う計をみると、

男女ともに「自分の考え・やり方を相手に押し付けない方がいい」「家事・育児等は分担・共同でやった方

がいい」「自分が率先してするべきことである」の割合が７割を超えている。それ以外に、女性では「時短

家電や外部サービス等を利用して効率化すればいい」も７割を超えている。 

 性別に比較すると、女性では「私は家事・育児のストレスが大きい」「時短家電や外部サービス等を利用し

て効率化すればいい」の割合が男性に比べて 10 ポイント以上高く、男性では「配偶者・パートナーは家

事・育児ストレスが大きい」の割合が女性に比べて 30 ポイント以上高い。 

 仕事・家計の考え方について、「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」をあわせたそう思う計をみると、

女性では「配偶者・パートナーには家計を支える責任がある」の割合が、男性では「私には家計を支える

責任がある」の割合が７割を超えている。 

 性別に比較すると女性では「配偶者・パートナーには家計を支える責任がある」の割合が男性に比べて 40

ポイント以上高い。男性では「私には家計を支える責任がある」の割合が女性に比べて 30 ポイント以上高

い。 
 

 

 

  

自分が率先してするべきこと
である

73.2 

外で収入を得ている場合はや
らなくてもいい

9.6 

仕事を優先する場合はやらな
くていい

16.3 

家事・育児等が得意な方が
やった方がいい

46.0 

家事・育児等は分担・共同で
やった方がいい

88.9 

時短家電や外部サービス等を
利用して効率化すればいい

71.7 

自分の考え・やり方を相手に
押し付けない方がいい

89.1 

私は家事・育児のストレスが
大きい

42.4 

配偶者・パートナーは家事・
育児ストレスが大きい

23.4 

私は仕事のストレスが大きい 45.1 

配偶者・パートナーは仕事の
ストレスが大きい

48.1 

私には家計を支える責任があ
る

46.8 

配偶者・パートナーには家計
を支える責任がある

75.1 

(n=1,347)
そう

思う計
（％）

女
　
性

家
事
・
育
児

仕
事
・
家
計

23.9

1.4

3.0

10.5

50.7

28.1

48.3

13.9

6.8

15.5

17.1

17.1

35.0

49.3

8.2

13.3

35.5

38.2

43.6

40.8

28.5

16.6

29.5

31.0

29.6

40.1

13.3

31.1

30.4

25.3

5.3

16.5

5.0

33.6

34.9

30.0

24.4

27.5

10.5

9.1

55.1

48.1

24.0

1.7

6.7

1.3

19.2

33.6

18.5

17.8

20.3

7.3

4.5

4.2

5.1

4.7

4.1

5.1

4.6

4.9

8.2

6.5

9.7

5.5

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答
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自分が率先してするべきこと
である

72.6 

外で収入を得ている場合はや
らなくてもいい

17.2 

仕事を優先する場合はやらな
くていい

25.2 

家事・育児等が得意な方が
やった方がいい

43.9 

家事・育児等は分担・共同で
やった方がいい

83.6 

時短家電や外部サービス等を
利用して効率化すればいい

60.6 

自分の考え・やり方を相手に
押し付けない方がいい

88.5 

私は家事・育児のストレスが
大きい

24.1 

配偶者・パートナーは家事・
育児ストレスが大きい

55.0 

私は仕事のストレスが大きい 46.8 

配偶者・パートナーは仕事の
ストレスが大きい

43.8 

私には家計を支える責任があ
る

85.8 

配偶者・パートナーには家計
を支える責任がある

34.8 

そう
思う計
（％）

男
　
性

家
事
・
育
児

仕
事
・
家
計

(n=1,099)

24.2

3.3

4.8

10.3

40.2

18.6

51.4

6.6

16.7

17.4

10.6

57.1

7.9

48.4

13.9

20.4

33.6

43.4

42.0

37.1

17.6

38.3

29.4

33.1

28.8

26.9

18.0

33.3

32.1

25.4

8.7

20.9

4.0

39.4

24.7

26.6

27.8

4.8

35.9

4.2

43.9

36.9

24.9

2.4

12.3

2.0

30.1

13.4

19.9

20.0

3.7

22.3

5.2

5.6

5.7

5.8

5.3

6.2

5.5

6.4

7.0

6.7

8.4

5.6

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答
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（６）家庭や仕事に関する考え方 

問問 33--66  家家庭庭やや仕仕事事にに関関すするるああななたたのの考考ええやや気気持持ちちににつついいてて次次ににああげげるる項項目目そそれれぞぞれれににつついいてておお聞聞かかせせくく

だだささいい。。（（そそれれぞぞれれ○○はは１１つつずずつつ））  
 

 家事・育児の考え方について「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」をあわせたそう思う計をみると、

男女ともに「自分の考え・やり方を相手に押し付けない方がいい」「家事・育児等は分担・共同でやった方

がいい」「自分が率先してするべきことである」の割合が７割を超えている。それ以外に、女性では「時短

家電や外部サービス等を利用して効率化すればいい」も７割を超えている。 

 性別に比較すると、女性では「私は家事・育児のストレスが大きい」「時短家電や外部サービス等を利用し

て効率化すればいい」の割合が男性に比べて 10 ポイント以上高く、男性では「配偶者・パートナーは家

事・育児ストレスが大きい」の割合が女性に比べて 30 ポイント以上高い。 

 仕事・家計の考え方について、「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」をあわせたそう思う計をみると、

女性では「配偶者・パートナーには家計を支える責任がある」の割合が、男性では「私には家計を支える

責任がある」の割合が７割を超えている。 

 性別に比較すると女性では「配偶者・パートナーには家計を支える責任がある」の割合が男性に比べて 40

ポイント以上高い。男性では「私には家計を支える責任がある」の割合が女性に比べて 30 ポイント以上高

い。 
 

 

 

  

自分が率先してするべきこと
である

73.2 

外で収入を得ている場合はや
らなくてもいい

9.6 

仕事を優先する場合はやらな
くていい

16.3 

家事・育児等が得意な方が
やった方がいい

46.0 

家事・育児等は分担・共同で
やった方がいい

88.9 

時短家電や外部サービス等を
利用して効率化すればいい

71.7 

自分の考え・やり方を相手に
押し付けない方がいい

89.1 

私は家事・育児のストレスが
大きい

42.4 

配偶者・パートナーは家事・
育児ストレスが大きい

23.4 

私は仕事のストレスが大きい 45.1 

配偶者・パートナーは仕事の
ストレスが大きい

48.1 

私には家計を支える責任があ
る

46.8 

配偶者・パートナーには家計
を支える責任がある

75.1 

(n=1,347)
そう

思う計
（％）

女
　
性

家
事
・
育
児

仕
事
・
家
計

23.9

1.4

3.0

10.5

50.7

28.1

48.3

13.9

6.8

15.5

17.1

17.1

35.0

49.3

8.2

13.3

35.5

38.2

43.6

40.8

28.5

16.6

29.5

31.0

29.6

40.1

13.3

31.1

30.4

25.3

5.3

16.5

5.0

33.6

34.9

30.0

24.4

27.5

10.5

9.1

55.1

48.1

24.0

1.7

6.7

1.3

19.2

33.6

18.5

17.8

20.3

7.3

4.5

4.2

5.1

4.7

4.1

5.1

4.6

4.9

8.2

6.5

9.7

5.5

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答
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自分が率先してするべきこと
である

72.6 

外で収入を得ている場合はや
らなくてもいい

17.2 

仕事を優先する場合はやらな
くていい

25.2 

家事・育児等が得意な方が
やった方がいい

43.9 

家事・育児等は分担・共同で
やった方がいい

83.6 

時短家電や外部サービス等を
利用して効率化すればいい

60.6 

自分の考え・やり方を相手に
押し付けない方がいい

88.5 

私は家事・育児のストレスが
大きい

24.1 

配偶者・パートナーは家事・
育児ストレスが大きい

55.0 

私は仕事のストレスが大きい 46.8 

配偶者・パートナーは仕事の
ストレスが大きい

43.8 

私には家計を支える責任があ
る

85.8 

配偶者・パートナーには家計
を支える責任がある

34.8 

そう
思う計
（％）

男
　
性

家
事
・
育
児

仕
事
・
家
計

(n=1,099)

24.2

3.3

4.8

10.3

40.2

18.6

51.4

6.6

16.7

17.4

10.6

57.1

7.9

48.4

13.9

20.4

33.6

43.4

42.0

37.1

17.6

38.3

29.4

33.1

28.8

26.9

18.0

33.3

32.1

25.4

8.7

20.9

4.0

39.4

24.7

26.6

27.8

4.8

35.9

4.2

43.9

36.9

24.9

2.4

12.3

2.0

30.1

13.4

19.9

20.0

3.7

22.3

5.2

5.6

5.7

5.8

5.3

6.2

5.5

6.4

7.0

6.7

8.4

5.6

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答
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 令和４年全国調査の結果と比較すると、奈良県では男女ともに「仕事を優先する場合はやらなくていい」

「外で収入を得ている場合はやらなくてもいい」「家事・育児等が得意な方がやった方がいい」の割合が 10

ポイント以上全国に比べて低く、「家事・育児等は分担・共同でやった方がいい」が 5 ポイント以上全国に

比べて高い。また、女性は「時短家電や外部サービス等を利用して効率化すればいい」の割合が全国に比

べて 5 ポイント以上高く、男性は「自分のやり方を相手に押し付けない方がいい」が全国に比べて 5 ポイ

ント以上高い。 
 

 

 

   

■令和４年度 新しいライフスタイル、新しい働き方を踏まえた男女共同参画推進に関する調査報告書（内閣府）

(n=10,081)

自分が率先してするべきこと
である

76.2 

外で収入を得ている場合はや
らなくてもいい

29.2 

仕事を優先する場合はやらな
くていい

39.7 

家事・育児等が得意な方が
やった方がいい

65.4 

家事・育児等は分担・共同で
やった方がいい

82.9 

時短家電や外部サービス等を
利用して効率化すればいい

65.2 

自分のやり方を相手に押し付
けない方がいい

87.1 
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≪年代≫ 

 年代別にみると、男女ともに「家事・育児等は分担・共同でやった方がいい」「時短家電や外部サービス等

を利用して効率化すればいい」 「私は仕事のストレスが大きい」の割合が概ね年代が若くなるほど高い。女

性では「家事・育児等が得意な方がやった方がいい」 「配偶者・パートナーは家事・育児ストレスが大きい」

の割合が、男性では「自分が率先してするべきことである」の割合が概ね年代が若くなるほど高い。 

 性別に比較すると、20 歳代では女性は「家事・育児等が得意な方がやった方がいい」の割合が同年代の男

性に比べて高く、男性は「自分が率先してするべきことである」が同年代の女性に比べて高い。30 歳代で

は女性は「時短家電や外部サービス等を利用して効率化すればいい」が同年代の男性に比べて高く、30 歳

代から 40 歳代にかけて男性では「私は仕事のストレスが大きい」の割合が同年代の女性に比べて高い。 
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私は家事・育児のストレス
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事・育児ストレスが大きい

私は仕事のストレスが大き
い

配偶者・パートナーは仕事
のストレスが大きい

私には家計を支える責任が
ある

配偶者・パートナーには家
計を支える責任がある
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 令和４年全国調査の結果と比較すると、奈良県では男女ともに「仕事を優先する場合はやらなくていい」

「外で収入を得ている場合はやらなくてもいい」「家事・育児等が得意な方がやった方がいい」の割合が 10

ポイント以上全国に比べて低く、「家事・育児等は分担・共同でやった方がいい」が 5 ポイント以上全国に

比べて高い。また、女性は「時短家電や外部サービス等を利用して効率化すればいい」の割合が全国に比

べて 5 ポイント以上高く、男性は「自分のやり方を相手に押し付けない方がいい」が全国に比べて 5 ポイ

ント以上高い。 
 

 

 

   

■令和４年度 新しいライフスタイル、新しい働き方を踏まえた男女共同参画推進に関する調査報告書（内閣府）
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≪年代≫ 

 年代別にみると、男女ともに「家事・育児等は分担・共同でやった方がいい」「時短家電や外部サービス等

を利用して効率化すればいい」 「私は仕事のストレスが大きい」の割合が概ね年代が若くなるほど高い。女

性では「家事・育児等が得意な方がやった方がいい」 「配偶者・パートナーは家事・育児ストレスが大きい」

の割合が、男性では「自分が率先してするべきことである」の割合が概ね年代が若くなるほど高い。 

 性別に比較すると、20 歳代では女性は「家事・育児等が得意な方がやった方がいい」の割合が同年代の男

性に比べて高く、男性は「自分が率先してするべきことである」が同年代の女性に比べて高い。30 歳代で

は女性は「時短家電や外部サービス等を利用して効率化すればいい」が同年代の男性に比べて高く、30 歳

代から 40 歳代にかけて男性では「私は仕事のストレスが大きい」の割合が同年代の女性に比べて高い。 
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≪共働き状況≫ 

 共働き状況別にみると、【共働き】正規×正規層では、男女ともに「時短家電や外部サービス等を利用して

効率化すればいい」 「配偶者・パートナーは家事・育児ストレスが大きい」の割合が他層に比べて 5 ポイン

ト以上高い。女性では「私には家計を支える責任がある」「私は仕事のストレスが大きい」、男性では「配

偶者・パートナーは仕事のストレスが大きい」「配偶者・パートナーには家計を支える責任がある」「自分

が率先してするべきことである」「私は家事・育児のストレスが大きい」が他層に比べて 10 ポイント以上

高い。 

 性別に比較すると、【共働き】正規×正規層では女性で「時短家電や外部サービス等を利用して効率化すれ

ばいい」の割合が男性に比べて 10 ポイント以上高く、男性は「配偶者・パートナーは仕事のストレスが大

きい」「仕事を優先する場合はやらなくていい」の割合が女性に比べて高い。 

 【共働き】正規×非正規層や共働きしていない層では、女性で「配偶者・パートナーは仕事のストレスが

大きい」の割合が男性に比べて 10 ポイント以上高く、男性は「私は仕事のストレスが大きい」の割合が女

性に比べて高い。 
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４．地域や家庭における「性別的役割意識」等について 

 

（１）「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方 

問問 44--11  「「夫夫はは外外でで働働きき、、妻妻はは家家庭庭をを守守るるべべききででああるる」」とといいうう考考ええ方方ににつついいてて、、ああななたたははどどののよよううにに思思いいまま

すすかか。。（（○○はは１１つつ））  
 

 女性では、「賛成」（2.7％）、「どちらかといえば賛成」（26.9％）をあわせた賛成計は 29.6％である。賛成

計は令和元年調査と比較すると 5 ポイント以上低下している。また、令和６年全国調査と比較して大きな

差はみられない。 

 男性では、「賛成」（4.1％）、「どちらかといえば賛成」（35.3％）をあわせた賛成計は 39.4％である。賛成

計は令和元年調査と比較すると 10 ポイント以上低下している。賛成計は令和６年全国調査と比較すると

わずかながら上回っているものの、「賛成」の割合はわずかながら下回っている。 

 性別に比較すると男性の賛成計は女性に比べて 5ポイント以上高い。 
 

 

 

   

令和6年調査
(n=1,347)

29.6 

令和元年調査
(n=903)

38.4 

令和6年
全国調査
(n=1,440)

29.3 

令和6年調査
(n=1,099)

39.4 

令和元年調査
(n=517)

51.1 

令和6年
全国調査
(n=1,233)

37.5 

※令和6年全国調査は「男女共同参画社会に関する世論調査」（内閣府）より引用
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2.3

2.8

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答
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